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逗子市池子接収地返還促進市民協議会 

会 長  丸 山  治 章 

 

 

令和 2年度第 2回役員会における書面表決の結果について（報告） 

 

 

時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃より本協議会の運営につきまし

て、格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、書面による開催といたしました第 2回役員会は、2月 22 日までに、委員の皆様から

書面表決書をご提出いただきました。つきましては、その結果について下記のとおりご報告

申し上げます。 

 議案 4 にかかる国への要請書につきましては、皆様のご意見をもとに事務局と相談の上、

取りまとめさせていただきました。なお、要請は 3月 19 日（金）実施いたしますが、コロナ

ウイルス感染防止対策の観点から会長ほか事務局 3名で訪問する予定です。 

 

記 

 

・議案 1 令和 3年度事業計画(案)について           承認する 28 票 承認しない 0票 

・議案 2 令和 3年度収入支出予算書(案)について      承認する 28 票 承認しない 0票 

・議案 3 令和 3年度年間活動スケジュール(案)について 承認する 28票 承認しない 0票 

・議案 4 令和 2年度国への要請活動について          承認する 28 票 承認しない 0票 

 

以上により、全ての議案が承認されました。 

 

 

資料：別添１ 池子接収地の返還に関する要請書（写） 

資料：別添２ 修正箇所を記したもの 

（頂いたご意見を反映し、削除予定だった下線の部分を元に戻しています。） 

 

 

 

【事務局】経営企画部基地対策課 

電 話：046-873-1111(内線 326) 

Email：kichi@city.zushi.lg.jp 



議題 4（要請活動について）へのご意見  

 

【意見を反映し要請書を修正するもの】（修正箇所は「別添 2」要請書をご確認ください。） 

□ 前回の要請書の「こうした状況の下、」から「要請いたします。」までを消す理由は何か。 

ここを消すと、次の文の「本共同使用」の言葉の整合性が無くなり、「本市及び」から「全 

面返還への確実な道筋となることを強く要望いたします。」の文が使えなくなってしまう。 

池子の歴史を持つ市民協の出す要請書だからこそ、今回消してある「こうした状況の下、」 

からの部分が重要であり、前回のものと同じ文面に戻していただくよう強くお願いしたい。 

□ 要請書の文面から、共同使用についての説明・評価に係わるものが削除されているが理由 

は何か。私たちの運動として前進した成果だと思うので、そういう表現はあった方がよい 

と思う。 

□ 共同使用についての部分は削除せずに文章を残した方がよい。 

□ 共同使用について、更なる利用しやすさ、米軍優先ではなく対等の利用方法を要望してほ 

しい。 

 

【意見の趣旨や考え方が既に要請書に盛り込まれているもの】 

□ 1 月 29 日の神奈川新聞「ノースドック」一部返還合意の記事の中に、「長年使用しないの 

で返還する」と米軍から説明があったと書かれている。逗葉地域医療センター等の複合施 

設進入路部分についても、市民がすでに使用しており、米軍が特に使用しているとは思え 

ない。早急に返還すべきである。 

□ 逗子海岸の海水浴等の利用に際しては、リバティ制度（勤務時間外行動の指針）はもちろ 

んのこと、逗子市の海水浴場利用ルール、飲酒マナーをより理解してもらった上での利用 

を希望する。 

 

【要請書提出辞時に口頭で伝えるもの】 

□ 交通問題について、相変わらず関係車両の交通事故が発生している。米軍において、事故 

防止の施策等を実施しているのであれば、内容を開示してほしい。 

□ 池子住宅地区居住者のコロナ感染者は、令和 2年 9月以降確認されていないのはうれしい 

ことだが、今後も情報提供をしっかりとしてほしい。横須賀基地に関しては「入国後空港 

で PCR 検査を受け、結果が陰性でも 2週間隔離を行い」と資料にあるが、新聞では基地へ 

直行している由も報道されていた。池子の住人ではそんなことはないと思うが、市民協と 

して確認してほしい。そして、市民に何らかの方法で知らせてほしい。 

□ 逗葉地域医療センター進入路の返還について、毎年要望しておりますが、18 年経った現 

在も何故返還されないのか理由をお聞かせください。 
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【意見は反映させないが今後の事業実施等に参考とするもの】 

□ 池子の共同使用地は逗子市民と米軍関係者は利用条件が異なる。貴重な自然環境であるの 

で、米軍関係利用者も自然環境を大切にする意識を持つマインドを徹底してほしい。その 

意味で、例えば日米の子ども達が合同で野鳥、昆虫、植物等の観察会を行い、親子ともど 

も自然を知るようなイベントを企画したらどうか。 

 

【参考意見として扱うもの】 

□ 毎年、南関東防衛局を訪問しているそうだが、未だ新型コロナウイルスも収束していない 

現状なので、（訪問は）中止の方向で検討してほしい。 

□ 米軍関係者は入国時に一般入国者同様に 2週間の隔離を実施しているのか。対応に疑義が 

ある。池子の米軍住宅の居住者数も公表しない米軍の、新型コロナウイルス感染者数につ 

いては信頼できない。 

□ 池子の森自然公園緑地エリアにあるバンガローについて、防災転用、地震・津波等被害に 

あった人の一時宿営地への転用はどうか。キャンプ施設として整備されているので、コロ 

ナ禍において被災者のソーシャルディスタンスを確保するためには必要と思われる。 

□ 本件に関する協議の対象は、米国、日本政府、県、関係市と相手は大きく多面に亘るので 

対応は極めて難しく、相手の戦略、効果を考慮する要有りと考えるが、新任の委員として、 

しっかりと学び考えていきたい。 
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